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「
横
田
基
地
も
い
ら
な
い
！
沖

縄
と
と
も
に
声
を
あ
げ
よ
う
10
・

7
市
民
交
流
集
会
」が
10
月
7
日
、

福
生
市
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル
で
開

催
さ
れ
、
全
体
で
6
0
0
人
（
東

京
土
建
は
1
2
4
人
）
が
参
加
し

ま
し
た
。

午
前
は
横
田
基
地
巡
り
の
バ
ス

ツ
ア
ー
と
映
画
「
標
的
の
島

風

か
た
か
」
を
上
映
、
午
後
は
報
告

と
発
言
と
し
て
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
を
行
な
い
ま
し
た
。

小
柴
康
男
実
行
委
員
は
主
報
告

と
し
て
、
住
宅
地
に
隣
接
し
た
横

田
基
地
は
米
国
・
ド
イ
ツ
な
ど
で

あ
れ
ば
環
境
ア
セ
ス
で
認
め
ら
れ

な
い
存
在
だ
と
述
べ
ま
し
た
。

4
人
の
パ
ネ
ラ
ー
か
ら
、
①
オ

ス
プ
レ
イ
配
備
に
81
％
が
不
安
を

感
じ
る
と
い
う
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト

結
果
、
②
ト
モ
ダ
チ
作
戦
は
日
本

を
守
る
も
の
で
は
な
く
米
軍
の
駐

留
維
持
が
目
的
、
③
2
0
0
5
年

の
在
日
米
軍
再
編
合
意
後
の
横
田

基
地
強
化
、
④
オ
ス
プ
レ
イ
の
事

故
記
録
か
ら
み
た
危
険
な
運
用
実

態
な
ど
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

集
会
後
、
参
加
者
は
横
田
基
地

に
向
け
て
、
「
オ
ス
プ
レ
イ
い
ら

な
い
、
オ
ス
プ
レ
イ
飛
ば
す
な
」

な
ど
コ
ー
ル
し
な
が
ら
パ
レ
ー
ド

を
行
な
い
ま
し
た
。

桐山都議（右）に要請書を渡す
唐鎌西東京支部委員長

9
月
24
日
、
東
京
地
評
第
16
回

定
期
大
会
が
銀
座
ブ
ロ
ッ
サ
ム
中

央
会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
全

体
で
3
0
8
人
（
東
京
土
建
は
35

人
）
が
参
加
し
ま
し
た
。

東
京
土
建
の
窪
田
副
委
員
長

は
、
新
国
立
競
技
場
の
現
場
で
長

時
間
労
働
の
原
因
で
あ
る
新
規
入

場
者
教
育
の
開
始
時
間
を
改
善
さ

せ
た
経
験
と
、
初
の
高
裁
判
決
が

出
る
建
設
ア
ス
ベ
ス
ト
訴
訟
の
取

り
組
み
を
報
告
し
、
地
評
に
大
同

団
結
し
て
憲
法
9
条
を
守
る
署
名

に
全
力
を
挙
げ
る
と
決
意
を
述
べ

ま
し
た
。
松
森
事
務
局
長
は
討
論

の
ま
と
め
で
、
「
総
選
挙
、
改
憲

に
発
言
が
集
中
し
、
働
く
ル
ー
ル

の
確
立
、
最
賃
の
闘
い
で
も
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。
人
づ
く
り
革
命

と
対
峙
し
て
い
く
闘
い
が
本
当
に

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
前
哨
戦
は

総
選
挙
で
す
」
と
訴
え
ま
し
た
。

新
執
行
部
に
荻
原
淳
議
長
が
新

任
、
東
京
土
建
か
ら
井
手
口
行
夫

副
議
長
（
専
従
）
、
白
滝
誠
副
議

長
（
非
専
従
）
、
松
森
陽
一
事
務

局
長（
専
従
）、
井
澤
智
幹
事（
専

従
）
、
年
森
隆
広
幹
事
（
非
専
従
）

が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

【
西
東
京

・
書
記
・
石

島
淳
通
信

員
】
9
月
9

日
、
西
東
京

支
部
事
務
所

で
都
民
フ
ァ

ー
ス
ト
の
桐

山
ひ
と
み
都

議
会
議
員
と

懇
談
を
行
な

い
、
支
部
か

ら
唐
鎌
委
員

長
な
ど
8
人

が
参
加
し
ま

し
た
。

懇
談
冒
頭
、
支
部
か
ら
建
設
国

保
都
費
補
助
賛
同
署
名
の
感
謝
を

伝
え
、
具
体
的
な
要
望
項
目
と
し

て
、
①
建
設
国
保
の
育
成
強
化
②

支
部
集
団
健
診
時
の
西
東
京
市
の

が
ん
検
査
制
度
の
利
用
③
地
域
防

災
活
動
の
強
化
と
空
き
家
対
策
へ

の
地
元
建
設
業
界
の
活
用
④
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
の
建
設
労
働
者

の
入
場
行
進
⑤
都
民
フ
ァ
ー
ス
ト

が
公
約
と
し
掲
げ
た
、ラ
イ
フ
・
ワ

ー
ク
・
バ
ラ
ン
ス
確
立
推
進
条
例

の
具
体
化
を
建
設
組
合
と
も
連
携

し
進
め
る
こ
と
な
ど
を
要
請
し
ま

し
た
。
現
在
都
議
会
厚
生
委
員
会

副
委
員
長
を
務
め
る
桐
山
議
員
か

ら
は
、
東
京
都
の
医
療
、
保
健
事

業
な
ど
の
説
明
を
う
け
ま
し
た
。

桐
山
議
員
は
、
元
新
体
操
団
体

日
本
代
表
選
手
だ
っ
た
こ
と
も
あ

り
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
の
建

設
労
働
者
の
入
場
行
進
に
興
味
を

示
し
ま
し
た
。
ま
た
、
子
ど
も
の

受
動
喫
煙
の
問
題
を
あ
げ
、
関
係

団
体
な
ど
か
ら
ヒ
ヤ
リ
ン
グ
を
行

な
っ
て
い
る
と
し
ま
し
た
。
最
後

に
西
東
京
市
議
会
会
派
と
の
懇
談

へ
向
け
た
協
力
と
、
継
続
的
な
懇

談
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

「オスプレイ飛ばすな」などとコールし
横田基地周辺をパレードする参加者

東京土建の取り組みを
報告する窪田副委員長

9
月
25
日
、
安
倍
首
相
は
記
者

会
見
で
、
28
日
の
臨
時
国
会
冒
頭

で
の
衆
院
解
散
を
表
明
し
、
過
去

2
回
延
期
し
て
き
た
消
費
税
10
％

へ
の
引
き
上
げ
を
2
0
1
9
年
10

月
か
ら
実
施
す
る
と
説
明
ま
し

た
。こ

の
日
、
全
建
総
連
東
京
都
連

は
「
消
費
税
増
税
阻
止
キ
ャ
ラ
バ

ン
行
動
」
と
し
て
、
正
午
頃
か
ら

2
時
間
お
き
で
有
楽
町
マ
リ
オ
ン

前
、
渋
谷
駅
ビ
ッ
ク
カ
メ
ラ
前
、

新
宿
駅
西
口
で
宣
伝
行
動
を
行
な

い
、
1
1
8
人
（
東
京
土
建
か
ら

58
人
）
が
参
加
し
ま
し
た
。

演
説
に
立
っ
た
弁
士
は
、
安
倍

内
閣
の
増
税
を
厳
し
く
批
判
、
東

京
土
建
の
渡
邊
睦
専
従
常
任
中
執

は
「
消
費
税
し
か
道
は
な
い
と
い

う
人
が
い
ま
す
が
、
本
当
で
し
ょ

う
か
。
大
き
な
減
税
を
受
け
て
い

る
大
企
業
や
大
資
産
家
が
言
っ
て

い
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
う
い
う
と

こ
ろ
に
こ
そ
課
税
し
、
ゆ
が
ん
だ

税
制
を
正
す
べ
き
で
す
。
選
挙
で

の
自
民
党
の
マ
ニ
ュ
フ
ェ
ス
ト
に

だ
ま
さ
れ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
」
と
訴
え
ま
し
た
。
参
加
者
は

増
税
反
対
の
チ
ラ
シ
が
入
っ
た
テ

ィ
ッ
シ
ュ
を
配
布
し
ま
し
た
。

杉並公会堂で全体会での
講演を聴く参加者

【
世
田
谷
・
大
工
・
新
妻
操
記
】

9
月
22
日
、
杉
並
公
会
堂
な
ど
で

第
28
回
東
京
高
齢
者
の
つ
ど
い
が

開
か
れ
、
1
1
0
0
人
（
東
京
土

建
は
1
4
4
人
）
が
参
加
し
ま
し

た
。

つ
ど
い
へ
の
参
加
は
初
め
て
で

し
た
。
午
前
は
4
つ
の
分
科
会
が

開
か
れ
、
私
は
セ
シ
オ
ン
杉
並
を

会
場
に
し
た
自
治
体
問
題
研
究
所

の
池
上
洋
通
さ
ん
に
よ
る
「
東
京

の
高
齢
者
問
題
の
現
状
と
課
題
」

と
題
す
る
講
演
を
聞
き
ま
し
た
。

明
治
維
新
1
5
0
年
と
2
つ
の
憲

法
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
午
後
は
杉
並
公
会
堂
に
移

動
、
東
北
大
学
名
誉
教
授
の
日
野

秀
逸
さ
ん
の「
こ
れ
か
ら
の
日
本
、

こ
れ
か
ら
の
わ
た
し
た
ち
」
と
題

す
る
講
演
を
聞
き
、
日
本
国
憲
法

を
守
り
、
社
会
保
障
制
度
の
拡
充

を
め
ざ
す
こ
と
の
大
切
さ
を
痛
感

し
ま
し
た
。

マイクを持って訴える
渡邊専従常任中執

10
月
4

日
、
日
比
谷

野
外
音
楽
堂

で
「
辺
野
古

新
基
地
建
設

を
許
さ
な
い

10
・
4
集
会
」

が
開
催
さ

れ
、
2
0
0

0
人
（
東
京

土
建
か
ら
18

人
）
が
参
加

し
ま
し
た
。

主
催
者
の

野
平
晋
作
さ

ん
（
「
止
め
よ
う
！
辺
野
古
埋
め

立
て
」
国
会
包
囲
実
行
委
員
会
）

は
「
沖
縄
県
の
許
可
を
得
な
い
ま

ま
岩
礁
破
砕
を
強
行
す
る
政
府
を

提
訴
し
た
翁
長
知
事
を
支
持
し
、

10
月
10
日
の
裁
判
で
不
当
な
判
決

を
さ
せ
な
い
世
論
を
盛
り
上
げ
て

い
く
た
め
に
集
会
を
開
い
た
。
総

選
挙
で
は
、
沖
縄
の
問
題
は
争
点

に
な
っ
て
い
な
い
。
自
公
VS
．
希

望
の
党
の
政
権
選
択
で
は
全
く
意

味
を
な
さ
な
い
」
と
挨
拶
の
中
で

話
し
ま
し
た
。
沖
縄
か
ら
の
訴
え

で
は
大
城
悟
事
務
局
長
（
基
地
の

県
内
移
設
に
反
対
す
る
県
民
会

議
）
は
「
辺
野
古
で
の
工
事
は
強

行
さ
れ
て
い
る
が
、
当
初
の
予
定

よ
り
3
年
ほ
ど
遅
れ
て
い
る
。
焦

っ
て
い
る
の
は
国
の
方
。
諦
め
ず

に
運
動
を
進
め
て
い
き
ま
し
ょ

う
」
と
訴
え
ま
し
た
。

国
会
議
員
で
は
小
西
洋
之
（
民

進
）
、
山
添
拓
（
共
産
）
の
両
参

議
院
議
員

が
駆
け
つ

け
司
会
か

ら
紹
介
さ

れ
ま
し

た
。
最
後

に
集
会
ア

ピ
ー
ル
を

拍
手
で
採

択
し
、
東

京
駅
方
面

に
向
け
て

デ
モ
行
進

を
行
な
い

ま
し
た
。

「辺野古新基地 ＮＯ！」の
ボードを掲げる集会参加者

社
会
保
障
の
拡
充
を

高
齢
者
の
つ
ど
い
１
１
０
０
人

地評大会

団
結
し
憲
法
守
る

新
国
立
で
の
改
善
を
報
告

辺野古新基地ノー
「沖縄」を総選挙の争点に

１０
％
は
ト
ン
デ
モ
ナ
イ

消
費
税
引
下
げ
求
め
３
駅
宣
伝

五輪の入場行進も
桐山都議（都民）と懇談

西
東
京


